
お引出し・お振込みのお客さまへ 

１． 1 つの口座からのお引出しで、払戻請求書が 2 枚以上に分かれている場合、金種のご指定が   

なくても 1 件ごとに現金をお渡しする場合は、一括でお引出しする場合の枚数との差      

（1万円紙幣を除く）により「金種指定支払手数料」を申受けいたします。（2019年 9月 2日より） 

【 例 1 】 

Ａ口座から 105,000 円のお引出しで、9,000 円、9,000 円、9,000 円、9,000 円、69,000 円の      

5枚の払戻請求書のご提示があり、現金を 1件ごとにお渡しする場合。 

合計で、1万円紙幣を 6枚、5千円紙幣を 5枚、千円紙幣を 20枚のお渡しとなります。（①） 

一方、105,000円の払戻請求書 1枚で金種のご指定がない（一括の）場合は、1万円紙幣を 10枚、

5千円紙幣を 1枚のお渡しとなります。（②） 

金種ごとに差枚数を計算（1万円紙幣を除く）すると、 

（5千円紙幣） 5－1＝ 4枚 → ①の枚数 5枚から、②の枚数 1枚を差し引く。 

（千円紙幣 ）20－0＝20枚 → ①の枚数 20枚から、②の枚数 0枚を差し引く。 

結果、お渡し枚数が 4＋20＝24枚多くなり、330円（消費税込み）の手数料がかかります。 

【 例 2 】 

Ａ口座から 105,000 円のお引出しで、9,000 円、9,000 円、9,000 円、9,000 円、69,000 円の     

5 枚の払戻請求書のご提示があり、現金を 1 件ごとにお渡し。同じ内容のお引出しを、Ｂ口座と   

Ｃ口座からも行う場合。 

各口座ごとに 330 円（消費税込み）の手数料がかかり、手数料合計は 990 円（消費税込み）と   

なります。 

【 例 3 】 

Ａ口座から 105,000 円のお引出しで、9,000 円、9,000 円、9,000 円、9,000 円、69,000 円の     

5 枚の払戻請求書のご提示があり、お通帳には 1 件ごと合計 5行記帳し、現金は一括で 105,000円

をお渡しする場合。 

払戻請求書が分かれていても、現金を一括でお渡しする場合、手数料はかかりません。 

【 例 4 】 

Ａ口座から 30,000 円、Ｂ口座から 50,000 円、Ｃ口座から 50,000 円のお引出しで、それぞれの

口座ごとの払戻請求書は 1枚ずつ、かつ、金種のご指定がない場合。 

口座ごとに払戻請求書が 1枚で、金種のご指定がない場合、手数料はかかりません。 

たいへんお手数をおかけいたしますが、現金お引出しの際には、できる限り払戻請求書と    

お引出しされる現金をまとめていただきますよう、お願いいたします。 

２． 北洋銀行にて手続きされたお振込み（ＡＴＭ・インターネットバンキングなどを含む）について、

受取人の口座番号や口座名義などのお振込み内容に誤りがあり訂正する場合は、        

振込訂正手数料 880円（消費税込み）を申受けいたします。（2019年 9月 2日より） 

 また、お振込みされた資金をご返却する際は、振込組戻手数料 880 円（消費税込み）を申受け   

する場合がございます。 

 お振込み手続きの際には、受取人の預金種目・口座番号・口座名義（お名前の読み方）などを   

ご確認のうえお手続きいただきますよう、お願いいたします。 

 


